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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　University
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）実験動物

　　　　　1．緒　言　　　　　　　　樋約2・0・－3・Okgの成熟雄性家兎を凧・・次の7群
　今日悪性腫錫に対しては，根治的手術療法の他に，　　　に分けて，それぞれの処置を行つた。．

しばしば放射線照射または制癌剤を併胴することが多　　　　　1）　低体澱非照射群

くなつてきたが，放射線照射を行うと出血傾向が現わ　　　　2）50σr照射群

れることは既に以前から知られており，その出血傾向　　　　　a）常温下照射群　　　b）低体温下照射群

の機序は凝血職構が複雑であるため，必ずしも明白と　　　　3）IOOO　「　ga射群

はいえfs　t・。実験的にも被照射体の糧属及び照射線　　　　　a）常温下照射群　　　b）低体温下照射群

墨などにより異なり，現在のところレ線全身大量照射　　．　　4）1500「照射群

を行うと翻緬小鰍少と毛細囎脆甦の駒，　　・）常温下賜群　b）低体温下醐寺群
血液凝固障轡が現われる①②ということで多くの研究　　　　　（2）冷却方法及び照射条件

総繍品漏雛箕搬。塗搬タ調囎・．欝瓢以」
働駒融体をなすもので，血小wgna少瞳の二次　・一怖でつつみ，）k槽帆入泌蘭冷却法で㈱
的椴継演ずるものだとされてV・るが，この考渤　を下降せしめ漉腸滑註24～26°Cでレ線照躯行つた・

に販対するものも少くない。　　　　　復温鵬して賜…鞭胤た・
訪低体麟にも血小板の減少を主とし畷雌構　照嚇法はすべて全身1回照射を行い讃電騰
i轄により，雌馳の翻してくること瀕1られて　・54KVP噌’蹴は15mA・ブイノレターとしてVt°・5

いる④が低体温下に放射線を照射した際にいかなる凝　　nnitCu＋O　・　51mll　A1を用い，焦点より皮闘面までの距離

血鵬轄を招くかを詳細・検討した幸階はまだ脳　を5・・lil，縫率48・5「／minで行つた・

らない。　　　　　　　　　　（3）鋤学鰍鰍及び採動法
　そこで著商は腫瘍の放射線感受性を比較的低下させ　　　　　検査項目

ず，しかも放射線障害を軽減しうる目的で行う低体温　　　　i）全血凝固時間，Lee－White法。

轍射線照射⑤がどの綴鰍繍・よる鋤・灘囎　 ii）血小騰齪・Rees－Ecke埴接法・

綴減しうるかを隊兎搬肌て実験白勺に翻下照　・i・）螺プ…ソビ嚇編血勲5舗釈
購と対比．ながら途畷鵬間，血小鳳・・　して鋼一段法⑥にて聾臨

。ポプラスチソ形1嬬験，蝶プ・トpyビ・，第v　i・）第咽子灘隊舶勲5舗釈してW°lf

鮒織繊聯課。澱変糊鶴融べ・・ナ・・法飢
ト。ソボエラストグラ。噸蝉害の鰍を観察し　・i）磁ト・ソポプラ・S・形離験（以F「ト

て，いさ、かの知勉離ので糖する．　　　ブ」形成試験と略す），家兎蝋血清をそれぞれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10倍稀釈してBiggs－Dottglas変法⑨にて測定。

　　　　　L実験棚及び勲描　　　　，V・i）・イブリ・一…定量・T・…i・・法⑩・



26－（699）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　第13巻

　viii）　トPtンポエラストグラム（以下T・E・G・と　　　た。

略す）には全血を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　v）　第W因子：（図5），冷却時には全例軽度に減

　採血はすべて耳静豚より行い，低体温非照射群の採　　　少したが，最低体温時には，最も減少して，全例28～

血は処置前，30°C前後，24～26°Cの最低体温時，加　　　47％の減少を示した。加温過程になると，急速に回復

温中の30°C前後，完全に復温した時と計5回行つた。　　して3例はほ父冷却前値に達し，復温時には，1例が

　照射群では，血小板数算定のための採血を照射前，　　13％減少したほか，4例は4～30％の増加を示した。

照射後1，3，7時間，1日，3日，7日，14日，21日，

28日目に行い・T・E・G・の採血は照射前，照射直後・　　　図1．　全血凝固時間の変動（低体温時）

1日，3日，7日，14日，21H，28目．目に行つた。他　　　30

の因子測定のための採血は照射前，照射後2・“3時間，

3目，7日，14日，21日，28日目に行った。

　なお採血量が多くなるため，非照射群ではT．E．　　　　’　　　　　　　　　　。

⊂Lと血小板数の算定は各凝血因子測定家兎とは別の

家兎で行い，それぞれ5羽を用いた。また照射群では　　　20　　　　　　　　　　　　　　’

上記検査項目を3つのグループに分け，T．　E，　G．は　　　　　　　　　　゜　　　　．。　　　　　　　　°

3例，他はすべて5例について測定した。　　　　　　　　　　　　　　°　　　　．

　すなわち，グループ①：全血凝固時間，」血小板数，　　　　　　：　　　　．　　　　　　　．　・

血漿プロトロソビソ，フイブリノーゲン定量。　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　°

　グループ②1第V因子，第瓢因子，「Fプ」形成試　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

験。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

　グループ③：T．耳．G．

　　　　　H，実験成績

　　　1）　低体温非照射群（表1）

延長した。平均値では，冷却前12・5分が最低体温時に

は18．5分となり，約1・5倍延長し，加温時には18．3分　　　　図2・　　血小板の変動（低体温時）

となつた。加温と共に最低体温時より短縮したものが

3例，更に延長したものが2例みられた。復温時には

2例が冷却前より短縮し，3例がなお延畏を示した。

ii）血小鰍・　　　　　　　1、9．
　図2に示す如く，冷却とともに全例が減少し，最低　　　　　。　　　　　　’　　　　　　　　　　。

体温時には平均20×104の減少があり，全例38～48％　　　SO　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
の減少を示した。加温過程では次第に回復して，復温

時には4例が冷却前より増加し，1例が減少した。　　　　十〇　°　　　　°　　　　　　　　　　　『　：

　iii）　プロトPソビン：（図3），冷却により全例が　　　　　゜°　　　．　　　　　　　　♂

減少し，最低体温時に至りその減少度は最も強く，　　　　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

全例21～39％の減少を示した。加温過程では，4例が　　　　　　　　　　言　－　’

最低体温時よりやX回復の傾向を示したが，1例は更　　　20　　　　　　　　　　　3

に減少した。復温時には，2例が13％の減少，3例が

22～50％の増加を示した。　　　　　　　　　　　　　　　IO

　iv）第V因子：（図4），冷却により全例が減少し，
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図3．プPトPtンビソの変動（低体温時）　　　　　　　図4．　　第V因子の変動（低体温時）
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図5．　　第粗因子の変動（低体温時）　　　　　　　　図6．　　血漿因子の変動（低体温時）
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vi）「トブ」形成試験：（図6）1冷却時には，血漿　　　　　　　　血清因子の変動（低体温時）

因子，血清因子ともに減少したが，一般に」血漿因子よ

り囎因子は継峨少・た謙低鰯時には，血漿　溜

因子は1例が79％の減少を示したが，平均値では42％．

減少し，」血清因子も全例30％以上（平均rti4go／o）の減

少がみられたo

　しかし，加温過程では両因子とも回復の傾向をと
グ復瀧には，血期子の回働上ヒ較的よいカ・，血　1°°

清因子はなお減少していた。

　vii）　フイブリノーゲン：（図7），冷却過程では，

1例が減少，4例が増加したが，最低体温時には，3

例が冷却前値より減少し，2例が増加した。平均値で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
はこの時が最低値を示し，12％の減少がみられた。加

楓過程では回復の徴を示して，復楓時には，全例が冷

却前値より増加した。

　viii）　T，　E．　G．：冷却時（r十k）億は2例が短縮，

o　　　　　　　　　画
●　　　　　　　　　　　r．

芝謄魏騰襲額蹴長蟹灘　　藷　寒欝’弩壽
短縮した。加温過程では，（r十k）値は2例に延長，　　　　　　　　　　　　　　　　・

3例に短縮がみられ・復温時でも，3例に延長，2例　　　　i）全」血凝固時間：（図8），照射直後より全例に

に短縮がみられて，平均値ではや」短縮の傾向を示し　　延長の傾向がみられ，嵌血時間の平均値は，照射前は

た。maは冷却とともに滅少し・最低体温時に最低値　　　9，9分であつたが，3日目には14．3分，7日目には

を示し約9％の減少が認められたが，加温過程になる　　ユ7．3分と最も延長し，75％の延畏率を示した。しかし

と増加の傾向を示した。なお，写真1に2例のT・E・　　症例中には14日及び21日目に最も延長したものも1例

G．を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　づっみられたが，以後短縮する傾向にあった。

　　　2）　500r照射群　　　　　　　　　　　　　　　　　ii）　血小板数：（図9），照射後1時間，3時間，7

　　a）　常澱下照射詳（表2）　　　　　　　　　　　　時間の短時間内にはや工増加したが，1目目には全例
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図7．。イブ，ノーゲ。の変動（邸温時）　　とも軽度ながら減少し・うち1例は照射前4°・6x1°4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から24・2x104になり40％減少したものもみられ，平

8°D　　　　　　　　均値では・賜前38・・…4から・・・・…4・…なつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。3日目もやx減少するが，7日目以降になると，

soo　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　その減少が明らかとなり，21日目には平均値24．4x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　104で36％減少して最低値をとるが，その後はやX回
400 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　復して28日目には，全例ともに照射前値に近づいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

200 @’　　　　　　　　°　　　：’　　　　　　　かし7日目以降は漸次減少の傾向を示し，28日目で

　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，2例が却つて前値より増加したが，3例は減少
1°°

@　　　　　　　　　し平均値で臆馳をとつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iv）　第V因子：（図11），照射直後及び3日目では，

書　奪　欝　醤　寒　1欝撮饗際li翻膿課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少の程度を増し，28日目で全例に6～39％（平均値27

写真1．　低体温非照射群のT．E．　G．　　　　　　　％）の減少が認められ最低値をとつた。

　　　　t・．・t．、．，．・．一＿．、t＿，．聡＿。　、1ゴ＿w…　　　　　　　　v）　第町因子：（図12、，照射直後は1例が増加し，

　　　難響　　辮　　・　　1　　、「”’・’／　ny’t・・：m”：’　　4例が減少の傾向を示したが，3日目では，全例とも

冷却前 ｮ階翼灘欝欝叢…鰹臨鷲鰻蝶、呈3犠鱗
　　　一一、、t、幾　　tt／　　　　　　　　　　　…de　　　％，46％減少した。7日目も平均値で31％の減少が認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められたが，14日目以降，漸次回復して28日目では照

　　　壕嘱「n　　　　．　’～臨　　　　　　　　　　　射前値に近くなつた。

vi）「トプ」形成試験：（図13），（イ）血漿因子直

は4例が減少し，更に7日目には全例著明に減少して

最低値をとり，それぞれ40～58％，平均値では48％の

蝦射　　搾＿，響　　　　　、　　　　　　　減少を示した。その後14日目に至るも減少はつy“き，

平均値で46％減少するが，21日目になり次第に回復す

る傾向がみられ，28日目では全例増加を示した。

一　　がみられ，3日目にはその程度は著しく，最低値をと

り，平均値では50％減少した。著明に減少した1例は

「「1 @　　　　　　　　　　　　　　88％の減少を，他の4例は26～60％の減少をみられ

た。しかし，7日目では2例をのぞき3例が9～48％

化は動揺するが，21日目ではほk’前値に近づく，28日

　　　一・爵「’　”＿　　　　　　　目では1例が減少，4例に6～81％の増加がみられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　・黙……　げ罵’　‘　『　‘　　　　vii）　ブイブリノーゲン：（図14），全例とも直後よ

　　　　　一斡　　　　難攣灘鱗警1：餐一ttttt　　り増加の傾向を示して3日目に最高値をとり，平均値

復温時薄灘難繊艦・・．・1　で・L％増・。した．・日目以降、・轍下降して28日・に

’t　　は照射前値に近づいた。

　　　　viii）T．　E．　G・：照射直後rは1例に短縮，2例に
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延長がみられ，maも1例に減少，2例に増加がみら　　　みると照射前の（r＋k）値147分が25・2分となつて

れた。1日目では全例がr，kとも延長し，平均値で　　　延長は顕著であつた。　nlaは全例が増加した。3日目
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にもr及びkは延長を続けるが，maは平均値で経　　　全例下降して，28日目にはほN’照射前値に回復し，常

過中の最高値を示し，3％の増加を認めた。7日目に　　温群に比してとくに顕著な差異を見出しえなかった。

なると，r，　kは経過中最高に達して，（r＋k）値の　　　i▽）第V因子；（図11），照射慮後は3例が減少し，

平均は2δ．2分と延長したが，maは全例減少の傾向を　　　2例が増加したが，3日目では全例に，平均値で26％

示した。14日，21日目では，（r＋k）値は1例が照射　　　増加し・7日目にも平均値で27％とひきつx’き増加し

前値に近づいたが，他の2例はなお延長し，28日目で　　　た。14日目からは徐々に減少の傾向が現われて・28日

lX　3例とも延長していた。　maは14日，21日目と漸次　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
減少して，28日目では3例とも6　－wl2％の減少を示し　　　図9・　血小板の変動　（500「）

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器
　　なお写真2に1例の全経過を示した。　　　　　　　　Ee

　　　b）　低体温．下照射群（表3）

　　i）　全」血凝固時間：（図8），照射後3日目には全

　例とも延長し，その平均値は，照射前9．6分が3日目　　10”註、へ　。　　　：　　　s
　では14・1分となり，更に7日目セこは16・0分となって最　　　j。．¢’°f°：’・　一，一一ξ♂一一　：　　一『

も延長し，・・％の延騨である．・4日目も・5・・分とな　、，S8　・・t°・　：　・

　お延長しつ父けるが，21日目以降は漸次回復する傾向

が認められ滞灘に比較して軽微ながら延長の盤　
I°

　が少なかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼皿t　3　　・　　　　1・　　　　・1　　　　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M　N　e　　a　　　　e　　　　　　　　　q　　　　　　　　　a　　　　　　　　　q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前覆

　　図8．　全血凝固時間の変動（SOO　r）
　

伽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。，一一i眺糠酬跡　　　図10．　　プロトPtソビンの変動（500　r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟，一都温下胆射秤　　　　　　　　　　　　陽

20　　　　　　。　　　　°　　　　　　　。　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　150

　　　’　　・　　　9　　　　　　呂昌　　　　　t　　　　　　　　　　　㈲

　　　　　1：．・っ・看♂一…一一一÷＼　　　°　　　　§・

辱o C’”●0
@8、m騨騨一一■”帽一筥

　　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　き
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　8　　　　　100

　　　§　呂

器晋　l　　l　　　笥　　　習　　　窟　　　6a

輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳且　　　3　　　　7　　　　　　　　Lt　　　　　　　ユ1　　　　　　　：丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射射　　a　　　q　　　　　　o　　　　　　e　　　　　　e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前覆
　ii）　血小板数：（図9），照射後1時間，3時間・7

時間と時間がたつにつれてやx増加し・1日目では平　　　　図11．，　第V因子の変動（500　r）

均28％の増加となつたが，3日目以降は減少する傾向

がみられ，7日目には最低値を示した。平均値では照

射前の32・0・10・・が7明では26・層8・104となり・・6　111：

％の減少である。しかし14日目以降は速やかに回復

し，28日目にほ塔1爾揃値に復し，全般に常温群に比

べて血小板数の減少は軽度であつた。　　　　　　　　　］OO

　iii）　プPトロソビン；（図10），照射直後に増加し

たものは2例，減少したものも2例で，その変動の範

囲は増減とも10％以内であり，1例は前値を示した。　　　s。

3日目では全例が増加し，そのうち4例は10％以内の

増加を示した・・日目…，・・全例勒し・しかも経1帥　難ll　1計　習　メ
最高値に津し，平均値で39％増加した。14日目以後は　　　　　｛£
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．目には1例はほy照射前値に戻り，4例は10～20％の　　　る。

滅少を示し，常温群に対して明かに変化は軽微といえ　　　v）第VII因子：（図12），照射直後から全例に減少
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の傾向がみられ，3日目，7日目となるに従いその程　　　図13・　血漿因子の変動（SOO・r）　　　・

度を増し，14日目には平均値で37％の減少が認められ

最低値をとり，常温群に比して遅延した。21日目では

既に回復の傾向を見たが，28日目にはまだ照射前値に　　　溜．

までは戻らなかつた。

！ll

Ioo

図12．　ee　W因子の変動（500　r）　　　　　　ioo

ご鳶・…?鼈黶Qま，，一一葦一／∴　　鰻1　；　　b；　智　　ぞ
　　哩　　　§　　　　　　殉　　　　　　・

ヱま　　　　ユ　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えア

調翌　日　　日　　　　日　　　　6　　　　臼　　i5。
　1£　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，1，

　vi）「トプ」形成試験：（図13），（イ）血漿因子照

射直後は4例が増加，1例が減少，3日目から減少の　　leo

傾向をたどり，7日日には最低値を示し，平均値では

照射前値より31％減少した。その後14日目にも27％の

減少が認められたが，21日目以降は漸次照射前値に近　　　so

ついた。

　（ロ）血蒲因子照射直後は4例が減少，1例が照射

前値igfikしたが，3日目では金例に21～56％の減少が

血清因子の変動（500　r）　　　，

歎墨！” @　　：

’s

@一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器器・1　　：　　　1’　　　毛1　　　誓層
みられ，平均値では32％減少して最低値をとつた。7　　　　碕潅

日目には2例が減少，3例が増加を示すが，14日目に

は再びや工減少の傾向をたどつたのち21日目以後にほ　　　　図14，　フイプリノーゲソの変動（SOO　r）

S’照射前値に近づいた。

　vii）　フイブリノーゲン：（図14），照射直後は2例　　　議

がや職少・3例が増加したが，3日目璽全例とも　1’　蚤、．
著明に増加し，平均値でも80％の鋤ロを不した。7日　・・　，！＼」
目以降は次騨少・はじめ…なお28・目でも平　le．．：”9孝’一一一L－．．曙．＿一遥

均値で27％の増加が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　！　　’　　　　　　　ta　　　　．　　　　写

　viii）　T．　E．　G．：3例とも照射直後r及びkは　　　”o　『　　　　　　　’　　　・

延長し，maは減少したが，1日目ではrは2例が短　　　1σos　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

縮，1例が延長し，kは3例とも延長を示した。　ma　　　t°。

は3例とも増加して最高値を示し，平均15％の増加が　　　　　皿麗　3　　，　　　、，　　　、，　　　、s

認められた．ついで3日目v・es・・，・k　Vt・例とも賑　　雛qe　’　e　日
し，maは1日目より一“　x減少した。7日目ではr，

kは3例とも最も延長し，平均値で照射前（r＋k）値　　　射前値に復し，1例はなお延長していた。ma　lt　14日

15．8分が27・0分となつた。maは2例が照射前値，1　　目以降や工減少し，28日目では3例とも6～13％の減

例は12％の減少を示した。その後14日・21日目でも　　少を示した。

r，kはなお延長してはいるが，既に7日目よりわず　　　なお低体温下500　r照射群の1例は写真2に常温下

かながら回復の徴を現わし，28目目では2例がほSt照　　　500　r照射群のT・E・G・と同時に示した。
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写真2．　500r照射群のT．E．　G．　　　　　　　　　　3）1000r照射群

　　　　　　　　　（÷：雑響辮　　、）a）全麗贈、錨1照射直後は、購

％の延長率である。その後14日目もなお延長して平

　　　鑓隅臨瓢楡　繍髄簿藁簸蚕織縫懸　　均値では17・3分となつているが，その程度はや玉小さ

腰撫欝・一一、一＿魎鑓　くなり・28HEと繍こ短縮して照射前値に近づくが
’　　　なお平均値では52％の延長となっていた。

ともにわずかながら増加がみられた。しかし1日目に

なると減少の傾向をとり，なかには51％減少した1例

し，7日目に最低値となつた。これを平均値でみる

り，58％の減少で，10×104以下の値をとったものが

＿　　　2例みられた。　また14日目にもなお著しく減少して

6．6×104の血小板数を算えたものもあるが，全般には

やX回復の微を示し，21日，28日目とわずかながらも

照射前値に近づいているが，平均値ではなお21％の減

少が認められた。

　iii）　プロトロンビン：（図17），照射直後は5例中

3例tre　10％前後の範囲で減少がみられるが，3日目に

…u…一一・一 浴Eｶ・璽伽…．・・響・一郷軒躍節　　なると全例が増加し，乎均値で42％の最高値となり，

2S日目には3例がほX’照射前値に復したが2例はなお

一一一…・脳一・・一……・巴灘皿・纏一・購n畑・．　　減少を示した。

一、・n　一／
D　、＿璽＿＿．欝．照唖・．　iv）第V因子：（図18）・照射直後ウま5例中4例が

14日

減少したが，3日目ecはかえつて4例が増加し．平均

値では13％の増加で最高値をとった。7日目になると

増加はしているが，やxその程度は小さく，14日目か

らは次第に減少に傾き，2旧，28日目ともに全例に13

～57％（平均32％）の減少がみられた。

一　　　　　　　’．、、’　　　v）　第珊因子：（図19），全例が照射直後より減少

し，3日，7日目と次第にその程度を増し，平均値で

たのち、14日目からやx回復の徴がみられ為が，28日

目になってもなお全例22～48％，平均31％の減少がみ

’　　　　　　　　　　　　　　　　　られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　vi）「トプ」形成試験：（図20），（イ）血漿因子照

　　　　　　　　　　　　　　　　　全例減少し，7日目に至ると著しく減少し，平均値で

　　　　　　　　　　　　　　　　　54％減少して最低値をとつた。そのうち2例は極端に
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減少，老れそれ21％，32％の値を示しだ。14日目にな　　　の減少でわずかに回復が認められる。つx’いて21日目

ると4例にや」回復の傾向がみられ，平均餓でも46％　　　になれば3例が，更に28日目では4例が照射前値に近
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　い値を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　われ，7日目には最低値をとるが，平均値でみれば，

　　（。）血清肝照射鹸は増加の1例を除し・て他の　酬前の34・0×10dが・9・9・10“となつて41％の減少

　4例が減少し，更に3日目では全例減少し，ことにう　　となつた。その後は次第に回復して21日目にはほX’照

　ち4例では減少の程度は顕著であり，従つて平均値で　　　射前値に復し，常温群に比較して血小板の減少は明か

　は52％の減少がみられて最低値をとつた。しかし7日　　に少なく，しかも照射前値への復帰も速かであつた。

　目になると全般に一旦は回復の傾向をとり，増加しk　　　iii）　プロトロンビン：（図17），照射直後は4例に

　もの3例を算えたが，14日目に至り再び減少の傾向を

　とり，21日目では平均30％の減少を示したのち28日目　　　図15・　全血凝固時間の変動（1000「）

　に照射前値に近づくとはいエながらもなお4例に減少　　鴻　　　　　　　　　　　　　　　　　。」＿低棚且瞬

　がみられ，平均16％の減少となっている。　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・・－it・ifantf

　　vii）　ブイプリノ’一’　bsソ：（図21），照射’直後は3例　　　　　　　・

　が減少，2例が増加しているが，3日目では全例著明　　29　　　ge　　6　　　　・　　　　．　　　　．

　に増加して最高値を示し，平均値で90％増加がみられ　　　　　　ぐ，〆／『㌦＼＼、亘　　　　ぎ　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ヘヨ　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね
　た。7日目も平均値では40％増加がみられたが，次第　　　　．　7e　　・　　　　　　、㌦室一一一一マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　に下降して21日，28日目では2例が減少，3例増加　　Ic　if“　・　　　　　　e　　　　。　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　し，平均値ではe±　X一照射前値となつた。　　　　　　　　　；

　　viii）T．E．　G．：照射直後よりr及びkは3例と

鰹晶建磁灘掃甥盤撮基晶　鷺：l　L＋　習　望
　して，7日目に至り最も延長した。平均値でみると，

　照射前の（r＋k）値は17・4分，3日目31・5分・7日　　　　図16．　　．［血小板の変動（ユOOO　r）

’目には32・7分となり，84％の糞長率を示した。「naは

　1日目V－　3例とも増加し，しかも平均値では13％増の　　　鴛

　最高値をとり，また3日目も平均7％の増加がみられ　　　Ge

　たが，7日目になりやX減少した。14日目以降，r，　　　　so

　kは回復の傾向を示すが，28日目に至つても（r＋　　　，。

1礪難鍵駿撒∵：：，密駄1つ↓／彫⇒
　の症例のなかにはいれなかつたが，r，　kが著明に延　　i・・

　長し，一時血友病様の変化を示した特異な症例であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にせ　ロ　　s　　　　o　　　　　　　　I｝　　　　　　　　21　　　　　　　　n

る。　　　　　　　　　　，　　翼　　°　　日　　q　　°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻　　　b）　低体温下照射群（表5）

た’W農灘蹴鼎1、鷺離腰ζ謡図17・プ…ソビ・噸（・・…）

　ば，照射前9．7分が3日目には15．・6分，7日目には　　　　　　　三　　゜s

　17．7分と最も延長し，82％の延長率を示した。しかし　　Iso　　　l　／1＼

・・日目以騨ひきつL“き蘇してい…，綿にそ・v；）1． @，’”i＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

灘撫駿奮繋瓢、繍漏仁こ＿＼胤一～巻一一l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　に常温ユ000r群とは異り，全般に全血凝固時間の延長　　　　　㌢　　　　　　　　　e　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　の程度は少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　ii）血小板数：（図16），照射後1時間13時間，　　　so　°

　7時間とも4例はや玉減少したが，1日目では1例が
　増加，2例が照射前値，2例が減少を示して著変がみ　　　　器錯　l　　l　　　　賢　　　　習　　　　甘

　られなかつた。3日目になると全例に減少の傾向が現　　　　iJ農
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減少がみられたが，3日目には全例とも増加の傾向に　　均値で38％の減少が認められたが，その後は徐々に圓

あり，更に7日目に至り常温群と異り全例が最高値を　　　復し，21日目では3例が、28日目では全例がほN’照射

示し，平均値で54％の増加がみられた。その後は14日　　前値に達し，常温群と比較すれば早期に回復の傾向が

目にはほS“照射前値に復していたが，28日目に全例が　　　みられた。

3～20％のわずかな増加を示した。　　　　　　　　　　　（P）血清因子　照射直後から全例が減少し，

　iv）第V因子：（図18），照射直後4例に減少，1例　　　3日目には最低となつて，平均値で38％減となつ

に増加がみられた。3日目には増加の傾向がみられ，

7日目に平均値で20％増加して最高値を示した。その　　　図20・　血漿因子の変動（1000　r）

後は減少し．14日目には3例が減少し，21日目には全　　　1；o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

例に減少の傾向がみられて，28日目でも1例が照射前　　‘’”　　　　　　　　　　　　　　　．

値を，他の4例が14～40％減少して，平均では21％の　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　。

減少がみられたが常温群に比較すれば照射後の変化は　　　’　：　　　　。　　　　　　　　　　　　ノ

わずかな・・ら囎とい焔。　　　　　1°°N－．　　　　／”一・・e
・）第腿子・（図19），k例が賜直後から減少　　恥　．一一＿－2－・一一／’f

し，7日目に至り平均値で29％減少して最低となつた

が，その後は徐々に回復の傾向がみられた。しかし28　　so

日目になってもなお全例15～23％の減少を示してはい

るもの蕊常温群の減少に比較すればその程度は軽い。

　’㌔一一一一ず一　　　：　　　　。

°　　°　　　§　　　　　　・。

　　o

　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　ELI　　　s　　　　　f　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　al　　　　　　　　　lt
　vi）「トブ」形成試験；（図20），（イ）血漿因子照　　　　灘翌　q　　a　　　　e　　　　e　　　　・

射直後から全例減少して，3日目に最低値を示し，平　　　4t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血清因子の変動（ユOOO　r）
　図18．　第V因子の変動（1000　r）
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た。7日目では2例が軽度減少，3例が増加して一旦　　　て動揺を示しながら28目目には全例ほS’照射前値を示

照射前値に復するが，14日目，210目では再び減少し　　　したが全般に常温照射の際より減少の程度は軽減して
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写真3・　1COO　r照射群のT，　E．G・　　　　　　　　写真4．　1000　r照射群のT．　E，　G．

　　　　　　　　　（上：低体温下照射例下：常温下照射例）　　常酬講慧繋明に延長

　　、　。，rr．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している。

照射前

t－．＿．．＿．．．＿＿＿＿．繍。駕　　照射前
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…’．’ @…………　直後
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いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示し，平均値では］6％の増加がみられた。3日目では

　vii）　フイブリノーゲソ：（図2L），照射直後は3例　　　全例r，　kは延長し，　r及び（r＋k）値は最高と

が増加，2例が減少したが，3日目では全例著明に増　　　なったが，kは7日目に最高値を示した。平均値でみ

加し，平均値では115％増加して最高値をとつた。そ　　　ると，照射前の（r＋k）値21・0分は3日目では32．7

の後は増加の程度も小となり，21日貝でほL’照射前値　　　分，7日目では27．4分であつた。7日目のrは1例短

を示し，28El目には1例が照射前値，4例が軽度に増　　縮し、2例は延長しつssけていた。14日目以降（r＋

加して平均値でも前値をわずかに上廻つていた。　　　　k）値は短縮の傾向をたどつたが，28日目では1例が

　viii）　T，E．　G．：照射直後r及びkは3例とも　　　照射前値を，2例にはなお16～17％の延長がみられ

延長し，maは2例が増加，1例が減少した。1日目　　　た。　maは7日以降1例が減少したが，他の2例は増

では，rは2例が短縮，1例が延長し，　kは2例が延　　　加し，28日目で全例がez　“照射前値に復した。

長，1例が短縮した。maは全例が増加して最高値を　　　　なお写真3に常温下照射群のT．　E・G・と同時に1
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例の経過を示した。　　　　　　　　　　　　　　　して回復の傾向があつたが，14日目になると再び減夕

　　　4）ユ500r照射群　　　　　　　　　　　　　　　した。

　常温下照射群並びに低体温下照射群とも照射後数日　　　　▽ii）　フィブリノーゲソ：（図28），照射直後は3例

より下痢，食欲不振にて，極度に体重が減少して死亡　　　が減少，1例が増加，1例が照射前値を示したが，3

するものが多く，14日目まで経過の観察ができたもの　　日目には全例著明に増加し，7日目には平均値で最高

についてまとめた。　　　　　　　　　　　　　　・　となつて77％の増加を示した。14目目もなお平均値で

　　a）　常温下照射群　（表6）　　　　　　　　　　　　57％の増加がっついた。

i）全血凝固時間・（図22），照射直後et　1例がやム　・iii）T・E・G・唄蕉射直後，全例のr・kは延長

短縮したのみで，4例が延長，3日目よりは全例が延　　　し，maは減少した。1日目にはrは更に延長し，　k

長し，更に7日目には3例，14日目には’4例が著しく　　は1例短縮した。（r＋k）値の平均値でみると・照

延長し平均値でも最も延長した。平均値でみれば，照　　　射前13・1分が1口目では21．6分となり，3日目では

射前9．8分が3口国15．9分，7El目15・8分となり，14　　23・0分と延長して最高値となつた。　maは1日目で全

暉には・6．4分となつて鵬値を示し，67％の延長率　例駒して最高値となり・鞠14％の増加がみられた

がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が・3日目以降もなお増加を続けた。7日目では・「

ii）血小板Xl（図23），嗣後・時間・・醐で　・・や・繍・kは‘VXL‘長したが・14日目では「，　k

は3例がや工増加したが，1日目では全例が減少し　　　とも延長を示した。

た。3日目では1例が照射前値を示し，他の4例は著　　　なお写真5に低体温下照射群のT．E，G．と同暗に

明に減少して平均値で最低となり，照射前28・4x104　　1例の経過を示した。

が16．9×10’1となって40％減少であつた。　　　　　　　　　b）低体温下照射群（表7）

　iit）　プロトロンビン：（図24），照射直後は1例が　　　　i）　全血凝固時間：（図22）・照射直後・3日目と次

増加し，4例が減少したが，’3日目では4例に増加が　　第｝こ全例とも延長し，7日目には最も延長した。平均’

みられ，平均値で15％増加して最高値となつた。その　　　値では照射前9・0分が3日目では14・9分・7日目では

後は各例の値は区々で，7日日には42％の減少を示し　　16・2分となつて80％の延長率となり・14日目も15・9分

たものもあるが14目目には全般にわずかながら照射前　　　で延長しつL’け，常温群と比較してほとんど差異は認

値に近づいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　められなかつた。

　iv）　第V因子：（図25），照射直後は全例が6　・v4・2

％（平均26％）減少したが，3日目では全例に・圓復の　　　　図22・　全血凝固時間の変動（ユ500r）

傾向が認められた。しかし7Hlヨで｛・：・3例がほ照射　50

前値を，・例が増加を示し・4闘蛭り再び減少の倒　ce）

向をたどつたが各例ともその成績は区々であり変動が

大きかつた。

　v）　第孤因子：（図26），照射直後は全例が4配31

％の減少を示したが，3日目では3例が増加し，2例　　　20

が減少して一一定の傾向がみられなかつた。7H同では

全例ほぼ照身揃値を示t，14昨1も醐揃働こ近し値

を示すが一B　S減少の傾向が認められた。

　vi）　「トラ」形成試験：（図27），（イ）」血L漿因子照

雛後はあまbnw・ltt・かつたが・3HnVeは全例が　10

減少し，更に7日目には減少は著しく，1例に88％の

減少が認められた。平均値では，7日Rより急速に下

降して48％減となり，更に14日国には52％の減少があ

り，最低値をとつた。

　（ロ）血蒲因子照射直後は全例が減少し，1例には

、a

@　　　　　　　　　　　　　o，＿＿＿「麟謎臥下醒と射刃羊

68％の減少もみられ，平均値で31％減少した。3日　　　　　、旺皿　　3　　　　7　　　　　　　1午

Llでは約・・％肝の減少を示すも・が3例鳶ぼ鰍　　雛』日　e　　e
前値に復したものが2例みられた。7日目には全体と・　　　　　　抜
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　ii）血小板数；（図23），照射後1時間，3時間，7　　少の傾向を示すが，3日目には全例が増加して最高値

時間ではやx減少の傾向がみられ，工日目では4例，　　　を示し，平均値では28％の増加を示した。その後は金

3日目では3例が減少したが，7日目になると全例が　　　例なお増加が認められるが，次第にその程度は小さく

著明に減少して最低値をとり，平均値では照射前30・　8　　なり前値に戻る傾向が認められ，軽度ながら常温群よ

×104が153×104’と50％減となり，14日目もひきつ　　　り高い数値を示している。

s＋きなお平均値で40％の減少がみられ，常温群との差　　　i▽）第マ因子：（図25），照射直後は1例が増加し，

異はあまりみられなかつた。　　　　　　　　・　　　　4例が減少した。3N目には5％以内の範囲で変動し

　iii）プロトPンビソ：（図24），照射直後はや二減　　た1例を除いて他の4例は3日目で最高値を示し，そ

図23．　　血小板の変動（1500r）　　　．　　　　図25・　第V因予の変動（1500・r）

60
Xl．＋

・5e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’1．）

・40　0
　　　・・1・

30　奴　　。　8　　　．．

　　　ge°　一一＆、，　。　　　　3　　1・
20　　●　。　　　　f》、　　　　　　　　　　　　o

　　　　°勉留’割一　§
10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
　　蔵．里　i　　3　　　　a　　　　　　　　1牛

　　繁ea　e　　　q
　　　　抜　　　　　　　　　　　　　　　　　眼皿　　3　　　7　　　　　1午
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身†射　　　日　　　　　日　　　　　　　．日
図7・，プ・1・・ンビ・の変動（・5・・r．）　　　tt・＃・。

1SO

cx）

100

50

図26．　第U因子の変動（1SOO　r）

゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i50
　　　　　　　　　　　　　　　　　【x）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

50

選羅　　3　　　　？　　　　　　1・b　　　　　皿皿　　3　　　7　　　　　　1午

雛・　日　　日　　罐q　’a　　6
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の後a次第に減少の傾向をたどり、平均値では14日目　　　射直後は4例が増加し，平均値も前値より高い値をと

に前値に戻るが各例の値は区々であつた。　　　　　　　つたが，3日目には4例，7日目には全例が23・）63％

　v）第Nl［因子；（図26），照射直後は全例が6～32％　　　減少し，平均値でみると45％の減少を示した。14目目

減少したが，その後2例は3日目，3例は7日目に高　　　にもなお41％の減少がつづぎ，常温群と比較して同様

値を示した。平均値では3日目に8％増加して最高値　　　の曲線を描くが，その減少程度はやや軽微であつた。

を示したが，以後減少して14日目では1例は増加した　　　　（P）　血清因子　照射直後は4例が減少し，1例

が，他の4例は11～24％減少し，平均値では前値より　　がほ罫照射前値を示したが，3日目では3例が34～

減少し，常温群に比してとくに顕著の差異はなかつ　　　59％減少し，2例は10％内外増加した。7日目では

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一旦回復の傾向をとつたが，14日目になり4例が再び

　vi）「トプ」形成試験：（図27），（イ）血漿因子照　　　著明に減少し，平均値では39％の減少を示して最低と
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なつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延長し，maは減少した。1日目，3日目ではr，　k

　vii）　フイブリノーゲン：（図28），照射直後から全　　　とも1例が短縮，2例が延長し，　maは全例増加し

例が増加し，3日目には更に増加して最高値を示し，　　　た。　7日目でもr及びkは1例が短縮2例が延

平均値では130％の増加が認められた。その陵は7目，　　長し，14日目ではrは1例短縮，2例が延長し，kは

14日目と次第に照射前値に近づくがStなお全例増加を　　　全例が延長した。しかし全経過を通じ（r＋k）値の

示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値では著明な変化がみられなかつた。maは3日

　viii）　T．　E．G．：照射直陵は全例r及びkは　　　目～7日目に最高値があつたが，1・；日目には2例が減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少し，1例がなお増加していた。

　図27・　血漿因子の変動（1500r）　　　　　　　なお写真5に常温下照射群のT・E。G．と同時に1
i50

〔％）

fOO

50

例の経過を示した。

o

　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　写真5・　ISt’O　r照射群のT・E・G．

；　　　　　　　　　　　　（上：低体温下照射例下：常温下照射例）

’θ、
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血清因子の変動（1500r）
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図28．。，ブ，，一ゲ。の変動（、5・・，）　．は灘して血毬齢こも変動がみられ・赤戯艶

1°σ

600、

500

’900

300
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　　　羅a　e　　　。，。イブ，．．。畑灘認めな、、，・，Villa－
　　　　　Ik　　　　　　　1。、。、ら⑳，。。、，，lin、ら⑳も同徽結をしてU・

究、れ，そ。多く。研究都低体温丁’c・v。一一般轍⑩・…herら⑳によるとV’ずれも正常糊にあつた

射騰醐掘とし理由・ ｫ照射購瓢熟灘懲轟澄鷺禦島
酸識議欝寒繍趨霧泌酸58％・著・一血脚・平均値で・・％・減少

灘鞭芸ゴ誰繊課毒認謡与奪瀧　蕪繍藁1霜矯勤購謹雛謙掌

ない・とを轄・鰍温微纐轍射が㈱構実験、して行つ麟温時・舳傾向は糊第1相・

難騰1繕1識灘1曇蔓慧讐譲灘鰯灘li禦重瓢駕
して低tsitTtr・一放辮媚鮒れば醐下賜・鵬　鷹ととも噸復すること罐めた・

、り，どのくら鴫血馳幽戎・．5・かを隊勲　さて・榔鰍繍均楓る出蠣献1回燈
用いて撒した。　　　　　　賜に・つて髄に死亡するようなものt「・－e：少く1む
既に騨鋤を冷却して低体温にすると，f聯・低　しろ中緻腿の賜セ・より糊闘わ泌といわれ
下して，嚇鞭量及び心搏購鰍少・⑱，轍　・・・・・…七・ら⑳は糧被曝されたもので磁日の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素は増加するが，白血i球，血小板は減少し，同時に血

　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　液凝固障害も発現してくることが知られている④⑲～

　　　　　°　8　　　　⑳．そして。の鋤轄で凝血時間の延長灘める
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者は多いが④⑳～⑳，凝血元進状態にあるとする者⑳

　　　　ξ＼、　　　　　⑳も蝋ながらみら滴．著者の懇では低体温時
　　　　／．＼＼　　8　（24tv26・C）全例とも全藤麟間｝neRV，　T・E・

　　。ヂ　ーρ＼＼ぎ　・．でも・及び（・＋k）廊娠を乱たが調力・

ニノ；　・9t　　：　蟹簸賑濫繍殿t蟹夢鷲
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ノ　飾　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　減少を認め，冷却方法によつても減少率が異なる『と報

艶：　　　　’　　　乱ている⑱譜者蔽面牌法を用・・て・低体vawa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均46％の血小板減少があり，再加温とともに冷却前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値に復帰することを認めた。WiHsonら④は凝血時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間の延長の原因をこの血小板減少に求めると同時に血

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小板減少に一致して」血小板第3因子の減少，ブPトロン

皿皿　s　7　　　旨　ビ。瀕嚥少によるものとし臨隷プpF・YU’
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　　うちに死亡して，わずかの点状出血をみたにすぎない　　　しても著明な変化を認めているわけではない。蓑者は

　　のに，中等量のものでは最も顕著な出血傾向が現われ　　　各照射群ともに照射後は増加するが．最終測定日には

　　たことを山羊，豚を用いて証明し，内藤⑭も家兎を用　　　減少の傾向にあることを認め，この減少は常温下のも

　　いた実験で，1200r照射では一定の傾向がみられなか　　　のx方がやや強いようであつたが，常温下と低体温下

　　ったが，400r，800　r照射では著明な凝血障害が現わ　　　の場合を比較すれぽ，両群の聞にとくに著明な差異は

　　れたことを認めた。著者の実験でも，15ao　r照射群で　　　みられなかつた。

　　は数日のうちに下痢，食欲不振にて著明な体重減少を　　　　　第V因子：Jackson⑳，内藤⑭は第V因子には著

　　きたして死亡するものが多く，1000r照射群にて著明　　　明な変化を認めていない。著者の実験でもほぼ同様な

　『な凝血障害がみられた。以下著者の実験成績を平均傾　　　結果をえたが，照射後日数がたつにつれて減少の傾向

　　にっいて比較・総括する。　　　　　　　　　　　　　　がみられた。常温下に500rを照射した群では，照射

　　　全血凝固時間：常温下にて全身1回大量照射を行う　　直後や工増加したのち，14日目以降になり減少し，28

樵騨饗薦劉瓢灘粛叢・目に至・朧をとり27㈱少を示・た・・れ・・

　　で蟷温下，低㈱下、も闇後・日目甫撒最も延　鰍して低燃下では28日目に13％滅少』た｝ことどま

　　長し，醐下で・5％の延勲示したの闘し，低綴　つた・1°°°「酬群も鰍や贈力゜し・醐下は1媚

　　下では67％であつた。1000・r照射群でも常温下，低体　　　目から減少して28日目では32％の減少がみ㍗れ・低体

　　温下とも7日目に最も延長し，常温下101％の延長に　　　温下も14日目から減少したが・28日目では21e／oの減少

　　対し，低体温下では82％の延長を示した。1500r照射　　　であり・1500　「照射群では・照射直後に常温下が26

　　群では常温下は3HM以降延勲示して死亡曝で続　％，低綴下が9％の減少蛎し嫌か，その後の経

　　き，最も延長した・4日目で67％艇勉示すに対し　過は常温下，低㈱下とも職揃値蘭い働示して

．　て，低体温下では7目目に最も延長し，しかも80％の　　　両群の間に著変がみられなかつた。

　　延長を示して常温下より強い延長がみられた。そして　　　第W因子1内藤⑭は著明な減少を認めているが，著

　　1500r照射群では1000　r照射群より凝血時間の延長は　　　者の500　r照揖寸群でも，常温下は3日目に37％と最も減

　　少なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　・　少し，低体湿下では徐々に減少して14日目に至りはじ

　　　IISL小板数：放射線照射により血小板数の減少してく　　めて37％の減少を示し・その後は急速に回復した。1000

　　ることは多くの研究者により認められている②③⑧～　　　r照射群では，常温下，低体温下とも7日目に最も減

　　⑭。著春の500r照射群では常温下は直後や蕊増加し　　少して，常温下は40％の減少を示したのに対し・低体温

　　たが1El目以降減少して，21日目に最低値を示し，36　　一ドの場合は29％の減少が認められたにすぎなかつた。

　　％の減少がみられたのに比べ，低体温下では血小板の　　　ユ500r照射群では，照射直後に常湿下が13％，低体温

　　変動が少く，7日目に最低値を示すが，その減少はわ　　　下が16％の減少を示したがその後の経過では蒋明な変

　　ずかに16％にとyまつた。1000r照射祥では，常沼島下　　　動がみられず，また両者の間の差異も認められなかつ

　　では7厚14日目に最も減少し，その程度は7日目に58　　た。

　　％の減少が認められたのに対して，低体温下では7日　　　　「トブ」形成試験；従来凝固第1相の因矛に関する

　　目に最も減少したが41％の減少であった。1500r照射　　報告は少い。　Holdenら⑬によれば，血漿中の「ト

　群になると，常温下では3日国に40％減少して最低値　　　プ」活性度の減少は血小板の減少と平行するとし，内

　　をとり，その後も減少を続けるが，低体温下では7日　　藤⑭は血漿因子，血滴因子とも800r以下の照射では

　　目に最低値を示して50％の減少がみられた。以上の事　　　減少を認め，大量照射では増加を認めている。著者の

　　実を綜合すると全血凝圃時間と血小板数の変動との関　　　実験では血漿因子の減少が著明で，500r照射群では

　　係はほぼ並行しているように思われ，しかも1500r照　　　常温下，低体温下とも3El目より減少しはじめるが，

　　射群を除いて500～1000r照射など中等量照射群では　　　その程度は常温下では7日目に48％の減少，低体溜下

　　明らかに常温下と比較して低体温下群の変動が少いこ　　では7日目に31％の減少であり・低体温下の方が減少

　　とが認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の程度は少く・1000r照射群では・常混下の場合は直

　　　プptトロンビン：Hoエden⑬，　CrQnkite⑰，　Jack一　　後より減少しはじあ，7－・14　El日に至りその程度は最

　　Son②らは実験的に，放射線を照射してもプロトPtソ　　も著しく，7日貝には56％の減少が認められた。しか

　　ビソセこは著変を認めないと述べ，内藤＠は家兎に800　　し低体温1下では3日目に38％の減少を示すのみでその

　　r以上の照射で増加すると報告しているが，いずれに　　　後は徐々に回復していつた。1500r照射群では，常混
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下の場合は3日目より減少し，14日目には52％の減少　　　的に証明したが，後に犬に600r照射してもその存在

を示した。これに対して低体温下では7日日に45％の　　　を認められなかつたし⑰，またHoldenら＠は犬で，

減少を示し，最も少い値をとつた。血満因子では，　　　Rosentha王ら⑭は家兎で，　Jacksonら⑨は犬でそれ

500　r，ユ000r照射群は照射直後より減少し，3口目　　それ実験を行つたが，　HeParinemiaの存在を証明す

に最低値を示し，照射後数日の変化は強いが，7Ei目　　　ることができなかつたと報告している。そしてHol－一

に至り　一一旦照射前値に復したのち再び減少するW型の　　denら⑳は照射後Hypothrombplastinemiaの起

曲線を画いた。しかも減少の程度は常渥下500r照射　　　ることを報告し，血漿中の「トプ」活｛生度の減少は血

群では50％の減少であり，低体温下では32％の減少で　　小板の減少と並行し，凝血時間は抗凝血因子の存在，

あった。1000r照射群の場合は常温下では52％，低体　　　プロト戸ソビソ，フイブリノーゲソの変動によるもの

温下では38％の減少であり，1500r照射群でも照射後　　　でないとした。　またPenickら⑱は血小板減少とプ

の変化は前述のW型不全型の曲線を星したが，その変　　　ロトPソビン利用の減少を認め，抗血友病因子は正常

動はとくに顕著ではなかつた。　　　　　　　　　　　　範囲にあることを報告している。プロトロソビン利用

　フイブリノーゲソ；Cronkite⑰，　Jacks。n②らは　　　を詳細に報告したJacksonら⑳は犬に600　r照射し

犬に600r照射して7日El　tsいし8E｛目に著明なブイ　　て，照射後5日目から残存プロトロンビソが増加し・

ブリノーゲソの増加を認めている。同様に著老の実験　　　一一・Vi血小板は減少して，両者は鏡面f象を塁し，凝血時

でも著しい増加を示し，500r，1000　r照射群では照　　　間はプロトロソビソ利用が零に近ずくと延長してくる

射直後よりの増加がみられ，3日目に最高値をとつた　　　ことを認めている。そしてこのプPtトPyビン利用の

が，7日目からは次第に下降の傾向がみられた。1500　　減少は著明な血小板減少，ある種の促進物質の減少，

r照射群になると常温下では70目に，低体温下では　　　抑制物質の増加によると推定した。また内藤⑭は家兎

3日目にそれぞれ藷明に増加して最高の値をとつた。　　に800r照射して，血小板減少，　AHG減少による血漿

　T．E．G．：常温下の（r＋k）値は各線量照射群と　　　「トブ」形成の低下，　SPCAおよび不安定因子の低

も7日目に最も延長するのに比較して，低体温下では　　下，ブPトロンビンの増加が起ると報告している。

500「が7日目に，1000「が3口目に・1°「OO「が照射　噛　　以上諸家の報告から，放射線照射による出血傾向

直後に最も延長したが，各線鍛別にみると常濫下に比　　　は，．血小板の減少となんらかの形による凝固第1相の

較して低体温下ではその延長が少なかつた。なお常温　　　障害により，プロトロソビソ利用が低下し，凝血時間

下　1000r照射祥でr及びkが著明に鍾長し，」血　　が延長してくるとしている。さて血液が凝固する過程圏

友病様のT．E．　G．を2例に認めたが，これは常に認　　　で凝固第1相は最も重要な部分で・この過程において

められるとはかぎらないので症例のなかには加えず，　　活性トロソポプラスチソが形成され，凝血に要する時

鋼までに緻したにと・c　Bt）た．勲m・は灘下，　間の大部分が瀕されるといわれている⑯藷者哩

低体温下とも1日目ないし3日日に最も増加し，フイ　　　験のこの過程では，血漿因子の減少が著しく，また血

ブリノーゲソの変動とほぼ並行した。　　　　　　　　　小板減少より血小板第3因子の減少も推定されて，血

　前述の如く放射線照射により出tftt傾向の発現してく　　　液トロソボブラスチソの形成に陣害のあることを認め

ることは以前からよく知られている事実であり，Du一　　た。また凝間第］｛相においてはプロトロンビン，第V

ke（1915）は家兎で，　Cramerら（1922）は鼠で，更　　　因子には著変がみられず，第W因子の減少を認めた

にFabricius－M611er（1922）はモルモツトでそれぞ　　　が，プロトロンビソのトロソビン転化にはトロソポプ
　　　　　ftれ出血の原因が血小板減少によるものと報告した⑯。　　　ラスチソと比例最論的な関係にあることからも⑰，ま

しかしその後Allen③⑳，　JaCQbson⑳らは放射線照　　た血小板減少が強くなるとプロトロンビン消費の速度

射による血小板の減少は三義的な役割を演ずるもの　　が運延したり，短時間で停止したりする⑱ことからも

で，第一の原因は流血中のヘパリン様物質の増加であ　　　当然プロトロンビソ利用が悪くなることが推察され

るとし，凝血時間の延長と血小板の減少との間に時間　　　た。翼に生体内では，放射線照射により毛細血管の脆

的なずれのあることを指摘した。そしてこの凝血時間　　　弱性の増加，大血管の潰瘍形成，循環抗凝血素の変

の延長は抗ヘパリン物質であるトルイジソー青・また　　　動，線維素溶解現象等も関与して一層複雑な凝血障害

はプPtタミソー硫酸塩で正常櫨にもどり，しかもこれ　　　を呈してくるものと考えられる。

らの投与により死亡時間を長びかせることができたと

報告した。これは興味ある報告であるが，Cronkite　　　　　　　　V・結　　論

ら⑳はこのHeparinemiaをビキニの実験では間接　　　　著者は家兎を用いて，常温下並びに低体温下にレ線
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の一時大量全身照射を行い，血液凝固性に及ぼす影響　　市・ほか：日本臨床，21：1697，1963．　　⑨松岡松

を検討し，低体温下レ線照射が常温下の場合に比較し　　三：内分泌と代謝，1：148，1958・　⑳松岡松三・ほ

て影響の少いことを知つた。以下その結果を列挙す　　　か：臨床検査，2；61t　1958・　⑪Strangeway，　T・

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．P．，　et　al．：Proc．　Rby．　Soc．　B．，102：9，ユ927。

　　1）基礎実験として行つた低体温時の変化では全　　⑫C。ok，　E．　V・：Radiology，32：289，1939・

血凝固時間の延長，血小板減少，血液「トプ」形成能　　⑬Patt，　H．　M．＆Swift，　M．　N．：Am．　J．　Physi。L，

の低下と第V因子，第皿因子の減少およびフイブP／　　　155：388，1948．　⑭Smith，　F．，　et　a1．：Science，

一ゲンの減少を認めたが，復温とSもに回復した。　　　113：686，1951・　⑭足沢三之介：日本医放会誌

　　2）照射は500r，1000　r，1500　rの3種の線量　　　ユ5：161，1957．　　⑯芦沢昭：日本医放会誌，19；

について検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ416，1959．　⑰林家資：信州医誌，12：18，1963．

　i）500　r照射群では常温下と低体温下との差はそ　　⑱Hegnauer，　A．旺，　et　aL：A肌J．　Physiol・，

れほど著明ではなかつたが，低体温下の障害がわずか　　　178：138，ユ954．　⑲Hel獄swooth，」．　A．，　et　aL：

に軽微であることを認めた。　　　　一　　　’　　　　Surgery，38：843，1955．　　⑳Helmswooth，　J，

　ii）IOOO　r照射群では照射群中最も顕著な凝血障　　　A．，　et　a1．：Proc・Soc・Exper．　BioL＆Med・，90：

害がみられるが，常渥下と低体温下照射群の差は著し　　474，1955．　　⑳Villalobos，　J．　J．，　et　al．；Proc・

く，低体温下群の方が逼かに凝血障害を招くことは少　　　Soc．　Exper．　Biol．＆Med．，89：192，1955．

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳Deterhng，　R．　A．，　et　a1．：Arch．　Surg．，70：87，

　iii）1SOO　r照射群では1000　r照射群よりも凝血学　　　1955．　⑳Sircar，P．：Proc．　Soc・Exper・Bio1・＆

的変化は少なかつた。常温下並びに低体温下とも下　　　Med．，87：194，1954．　　⑭神前五郎：日血会誌，

痢，食欲不振，著明なる体重減少を起して死亡するも　　　19：470，1956．　　⑳遠藤三樹男：麻酢，8：754，

のがみられ，著明な凝血障害のみられるもの，あまり　　1959・　⑳Ellis，　P・R・・et　a1・：Surge「y，41：198・

変化のみられないものなどその変化は区々で、比較的　　　1957・　⑳Lasch・H・G・・et　aL：Klin・Wochens一

認欝樹彌㈱の差贈らかで・：臨瀦轡73・劉鯉読・会二

鵬舗鱒に㈱欄すれ劇轄搬温賦盤藷蝋「覧識8111、lg59’
を軽減せしめうることを知り・全血凝固時間の延長・　　　⑳Fisher，　B．，　et　aL：Arch。　Surg．，71：431，1955．

血小板減少・血L漿「トプ」形成能の減少，第粗因子の減　　　⑫児島俊也：信州医誌，11：206，・1962．　⑳Cron一

少を認めたが，これらの減少の程度は常湿下照射の場　　　kite，　E．　P．：Bood，5：32，1950．　⑭内藤博行：

合に比較して軽少であるζとを証明しえた。　　　　　　　El本医放会誌，19：2233，1960・　⑳Allel・・J・G・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　et　al．：J．　Exper．　Med．，87：71，1948。　⑳Jacob一
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授に御指導御校閲を頂いたことを感謝します。また本　　　Proc．　Soc，　Exper，　Biol＆Med，，78：732，1951．
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①礁秀雄．ほか・放射雛学．1鑑轄院，鯨363，127・1959：⑩H°lden・　W・　D・，　et　al・：P「°c・　S°c・
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